
○岡田議長 次に、奥岩議員。

〔奥岩議員質問席へ〕

○奥 岩議 員 会 派蒼 生 会、奥 岩で す。 大要３ 点、 小学校 の暑 さ対

策に つい て、リ チウ ム イオン 電池 等の 処分に つい て、地 方創 生 2.

０ 基 本 構 想 と 交 付 金 の 活 用 に つ い て 質 問させ てい ただき ます 。暑

さ対 策の 質問、 まだ 私 のほう もさ せて いただ きま すので 、お 付き

合いお願いいたします。

さ て、 昨日か ら、 森 田議員 、本 日の 伊藤議 員、 安達議 員、 先ほ

どの 錦織 議員、 質問 が ござい まし て、 毎年の よう にこう やっ て暑

さに 関す る質問 があ り 、また 毎年 この 時期だ けで はなく て、 毎議

会の よう に質問 がご ざ います ので 、最 近暑い って いうの は、 皆さ

ん共 通認 識だと 思い ま すので 、そ れに 対して どう いうふ うに して

いく んだ という とこ ろ で、こ ちら のほ うも何 度も 質問が ござ いま

すが、小学校のほうについて伺わせていただけたらと思います。

特 に小 学校な んで す けど、 登下 校時 、こち ら先 ほど安 達議 員も

少し 触れ ておら れま し たが、 暑さ 対策 におき まし て、登 下校 時で

市内 の小 学校に おい て 推奨し てお られ たりで すと か、特 に注 意を

払っ てい らっし ゃい ま すこと があ りま したら 、お 願いい たし ます。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 登 下校 時、学 校で 推奨し てお りま

す暑 さ対 策につ いて で ござい ます けれ ども、 各学 校にお きま して、

児童 が自 ら体調 管理 を 行うこ とが でき るよう に、 発達段 階な ど踏

まえ なが ら、例 えば 適 宜、水 分補 給を 行うこ とや 、帽子 を着 用す

るこ とな どの指 導を 行 ってる とこ ろで ござい ます 。また 、保 護者

に対 しま しても 、学 校 だより など を通 して情 報提 供を行 い、 各家



庭で も対 策を取 り、 児 童へ指 導し てい ただく よう お願い して ると

ころでございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 先 ほど も 安達議 員の とき 御答弁 あっ たんで すけ ど、

帽子 着用 を指導 され て いると いう こと でして 、そ れはぜ ひや って

いた だき たいで す。 我 々が子 ども の頃 も帽子 は着 用して いた かな

とい うふ うに思 うん で すけど 、最 近、 そうは いっ ても、 市内 で暑

さ対 策で 日傘を 使っ て いる小 学生 を見 かける こと が多く なっ てき

まし た。 その前 はち ょ っと前 のは やり ですと 、話 にもあ りま した

ネッ クク ーラー 、首 に つける やつ です とか、 あと 、かば んの 間に

挟む 保冷 剤とか 、そ う いった のも 何か はやっ てい たなと いう か、

よく 使っ ておら れた な ってい う感 じを 受けて たん ですけ ど、 最近、

特に今年度は日傘見ることが増えました。

調 べて みます と、 こ の日傘 なん です けど、 一般 的には 体感 温度

が５ 度か ら７度 ぐら い 下がる そう でし て、ま た直 射日光 も避 けら

れる こと から発 汗量 も 減少す ると いう ような 効果 もあり 、熱 中症

予防 にも 効果が ある ん ではな いか とい うふう に言 われて おり 、最

近で は推 奨され てい る ところ が多 々あ るとい うふ うに伺 って おり

ます。

こ の日 傘なん です け ど、小 学生 の日 傘の使 用に ついて 推奨 され

たり です とか、 禁止 さ れたり です とか 、取扱 いに つきま して の取

組はあるのか伺いたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 日 傘の 使用に つい ての禁 止や 推奨

など の取 組につ いて の お尋ね でご ざい ますが 、熱 中症な どの 暑さ



対策 の指 導は各 学校 が 行って おり まし て、本 市と して、 日傘 の使

用を 含め ました 暑さ 対 策の一 つ一 つに つきま して 、特段 の推 奨や

禁止は行ってはおりません。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 最 近の 話 ですの で、 特に これか らか なとは 思い ます

が、 報道 を見て おり ま すと、 一部 自治 体では 、日 傘禁止 して いる

とこ ろも あると いう ふ うに伺 って おり ます。 本市 に関し まし ては、

先ほ ど御 答弁い ただ い たとお りで すが 、この 小学 生、児 童が 使用

する日傘についての見解、あれば伺いたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 日 傘に ついて の本 市の見 解に つい

てで ござ います が、 先 ほど安 達議 員も 若干触 れて おられ まし て、

その 補足 説明も 兼ね て 、雨傘 につ いて も触れ させ ていた だき たい

と思 いま す。本 市の 小 学校に おき まし ては、 雨天 時は見 通し が悪

く危 険な ため、 特に 低 学年に おき まし ては、 視界 を遮ら ない よう

に雨 傘は 使用せ ず、 か っぱの 着用 を推 奨して ると ころで ござ いま

す。 一方 、日傘 は雨 天 時のよ うに 見通 しが悪 くな るもの では ござ

いませんので、禁止はしておりません。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 そ うい っ た考え でい けば 、いろ んな タイプ の日 傘が

今ご ざい ますの で、 様 々なも のを 使え るんで はな いかな とい うふ

うに 思い ます。 議場 は 傘持込 禁止 なん ですけ ど、 議長に 許可 いた

だき まし て、今 日持 っ てきて おり ます ので、 一つ 、共有 させ てい

ただ きた いと思 いま す 。ちょ っと 説明 が難し かっ たんで すけ ど、

通常 の日 傘です と、 皆 さんイ メー ジす るよう な、 傘をイ メー ジさ



れる と思 うんで すけ ど 、最近 は、 帽子 のよう な、 これ日 傘な んで

すけ ど、 ここ、 頭が 入 るよう にな って いまし て、 すぽっ と上 から

かぶ れる ような 日傘 が あるよ うで す。 こちら を使 用する と両 手が

空い て、 安全面 もい ろ いろと いい ので はない かな という ふう で、

お子 さん だけで はな く て、大 人用 も最 近は販 売さ れてる そう です。

自分 で話 しなが ら今 思 ったん です けど 、これ 傘な のか、 帽子 なの

か、 ちょ っと分 から な いなっ てい うよ うなと こも ありま して 、そ

うい った ところ もま た いろい ろと どう いった もの がいい のか って

いうのは、御協議いただけたらなというふうに考えております。

安 達議 員さん のお 話 にもあ りま した 、外を 歩く ときに 、下 、ア

スフ ァル トのと ころ が どうし ても 多い もんで すか ら、そ こか らの

照り 返し の熱も あり ま すし、 小学 生、 上から の熱 もあり ます って

いう とこ で、上 から の 熱だけ でも 多少 遮るこ とが できれ ば、 下か

らの 照り 返しは 大人 よ りもた くさ んあ るんで すけ ど、少 しで もそ

うい った ところ が減 れ ば快適 に過 ごせ て、熱 中症 予防に も効 果が

ある かな と思い ます の で、い ろい ろな 面から 、こ れから のこ とで

はあ ると 思いま すが 、 御協議 いた だけ ればな とい うふう に考 えま

す。

さ て、 そうい った 中 、登下 校、 これ も以前 伺わ せてい ただ いた

んで すけ ど、小 学生 の かばん 、５ 、６ 年生は もう 大分大 きく なっ

てお られ るので いい の かなと は思 うん ですけ ど、 特に低 学年 の子

が重 たい ものを 持っ て いるの はど うな んだろ うと 思いま して 、普

通に 考え ると、 暑い 中 、重た いも のを 持って 運動 するっ てい うの

は、 よく 言われ る、 暑 い中運 動す るの は控え まし ょうね とか 、過

度な 運動 は避け まし ょ うねと いう 、負 荷がか かっ た状態 での 運動



にな りま すので 、通 常 よりは 熱中 症の リスク が上 がるの では ない

かなというふうに考えております。

そ うい った中 で、 小 学生が 、特 に低 学年で すね 。かば んを 背負

って いろ んなも のを 持 ってっ てい うふ うに登 下校 される と、 例え

ばこ れが ３キロ から ５ キロぐ らい のも のを持 って るって いう ふう

に、 通常 それぐ らい 平 均だそ うな んで すけど 、大 人６０ キロ の人

に換 算す ると、 ２０ キ ロぐら いの もの を持っ てる のと同 じよ うな

感覚 にな るそう でし て 、結構 な負 担か なとい うふ うに思 いま す。

この 低学 年さん のほ う に向け て、 登下 校時の かば んです とか 携行

品、 荷物 少なく した り ですと か、 こう いった 重さ の負担 を減 らす

よう な取 組です とか 、 声かけ され てる のか、 以前 も伺い まし たが、

聞かせていただきたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 登 下校 時の携 行品 につい てで ござ

いま すが 、本市 とい た しまし ては 、国 からの 通知 も参考 にし なが

ら、 児童 の携行 品は 発 達段階 や学 習上 の必要 性、 通学上 の負 担等

を考 慮し て判断 する よ う、繰 り返 し各 学校へ 指導 してい ると ころ

でご ざい ます。 現状 と いたし まし ては 、原則 とし て、そ の日 に使

用す る教 科書や ノー ト 、また 漢字 や計 算のド リル などの 問題 集の

ほか 、毎 日使う 連絡 帳 など、 その 日に 必要な もの だけを 携行 して

おり まし て、水 筒持 参 等、暑 さや 季節 による 状況 の変化 につ いて

も配 慮し ながら 、各 学 校が児 童に 指導 してい るも のと認 識し てお

ります。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 通 知、 し っかり して いた だいて いる という こと で安



心し まし たし、 毎年 毎 年こう いっ た暑 さに対 して しっか りと 対応

され てい ること で、 こ の場を 借り て感 謝申し 上げ たいと 思い ます。

し かし ながら 、ど う しても この 時期 になる と、 いろい ろな 保護

者さ んか ら御相 談が あ りまし て、 あの 重さど うな んだと かっ てい

うよ うな お話を 聞き ま す。こ れが 各学 校さん の考 えでう まい 具合

に伝 わっ てない のか 、 担任の 先生 の伝 え方な のか 、それ とも 通知

の仕 方な のか、 保護 者 さんの 考え なの か、そ れと も、通 学す るお

子さ んが いっぱ い荷 物 を持っ てい きた いって いう ふうに やっ てお

られ るの か、ち ょっ と どうい った 形な のか分 から ないん です けど、

そう いっ た重い 荷物 を 持って 低学 年の 方が通 学さ れてる って いう

のを 見ら れた保 護者 さ んです とか 、地 域の方 々が 心配さ れる って

いう こと ですの で、 引 き続き 周知 はし ていた だい て、今 後そ うい

った 情報 の伝わ り方 、 どうい った ほう がいい のか なって いう とこ

ろも また 工夫を いた だ けたら なと 思い ますの で、 今まで も今 年度

もき ちっ と対応 はさ れ てると は思 うん ですけ ど、 そこに プラ スア

ルフ ァ、 知恵を 加え て いただ けた らな という ふう に思い ます ので、

御検討よろしくお願いいたします。

次 に、 もうち ょっ と 伺って いき たい んです けど 、この 小学 校の

暑さ 対策 なんで すけ ど 、授業 中の 暑さ 対策に つき まして 、現 在取

り組 んで いるこ とで す とか、 推奨 して いるも の等 ござい まし たら、

伺いたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 授 業中 の暑さ 対策 につい ての 質問

でご ざい ますが 、教 室 で行わ れる 授業 につき まし ては、 基本 的に

エア コン や扇風 機が ご ざいま すの で、 それら を適 切に使 用す るほ



か、 児童 が適宜 水分 補 給をし たり する ことで 熱中 症対策 を取 って

いるところでございます。

ま た、 体育の 授業 を 体育館 で行 う場 合は、 でき る限り 窓を 開放

した 上で 大型扇 風機 等 を活用 した り、 水分補 給の 時間を 小ま めに

設け たり してお りま す 。また 、Ｗ ＢＧ Ｔ計測 器で 暑さ指 数を 図り

なが ら、 状況に 応じ て 体育館 の使 用を 取りや めて 活動場 所を 変え

たり 、ほ かの教 科に 振 り替え たり する などの 対応 を取っ てる とこ

ろでございます。以上です。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 先 ほど の 安達議 員の 質問 とかな り重 複して おり 、申

し訳 ござ いませ んが 、 もう少 し重 複す るかも しれ ません 。そ うい

った 中で 、水分 補給 に ついて も伺 いた いと思 うん ですけ ど、 水分

です けど 、この 飲物 に ついて なん です が、ど うい ったも の、 水で

すと か、 お茶で すと か 、ジュ ース じゃ ないと は思 います けど 、ス

ポー ツド リンク です と か、そ うい った ものを 持込 み可能 とさ れて

いらっしゃいますでしょうか。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 飲 物の 決まり につ いてで ござ いま

すが 、基 本的に 各学 校 で持ち 物の 決ま りは定 めて おりま して 、多

くの 児童 はお茶 や水 、 夏場に は暑 さ対 策とし てス ポーツ ドリ ンク

も持参していると聞いているところでございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 ス ポー ツ ドリン クも 含め てしっ かり 対策を され てい

ると いう ふうに 認識 さ れてる とい うこ とで了 解い たしま した 。こ

の水 分な んです が、 ち なみに 飲む タイ ミング はど ういっ たタ イミ



ング で飲 まれる のか 。 児童の 方々 がそ れぞれ 個人 的に飲 みた いと

きに 飲ま れるの か、 そ れとも 休憩 時間 にして くだ さいね みた いな

形に なっ てるの か、 ど ういっ た対 応を されて おら れます でし ょう

か。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 水 分補 給のタ イミ ングに つい ての

お尋 ねで ござい ます が 、これ も基 本的 に各学 校で 決まり を定 めて

行っ てい るとこ ろで ご ざいま すが 、基 本的に 休憩 時間や 授業 と授

業の 間に 水分補 給を 行 ってお りま す。 しかし なが ら、前 の授 業が

体育 であ ったり です と か、そ の日 の天 候や児 童の 体調な ども 影響

いた しま すこと から 、 水分補 給の タイ ミング につ きまし ては 臨機

応変に対応しているものと認識しております。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 先 ほど の 安達議 員の 質問 のとき でし たかね 、授 業中

も先 生方 も水分 補給 を するよ うに 気を つけて おら れると いう よう

なこ とも ありま した し 、今の 御答 弁も ござい まし た。い ろい ろと

時代 も変 わって きて お ります し、 暑さ も変わ って きてお りま すの

で、 各学 校とは いい な がらも 、一 定程 度こう いっ た形で やっ ても

どう です かみた いな 声 がけは され てる とは思 うん ですけ ど、 引き

続きしていただけたらなというふうに思います。

議 場に 関しま して は 、我々 登壇 者が 主に水 分補 給が今 可能 とは

なっ てい るんで すけ ど 、ちょ っと こち らのほ うも いろい ろと 議会

のほ うで も考え てい か ないと いけ ない かなと いう ような 時代 にな

って ると 思いま すの で 、お子 さん のと ころは どう だとい う前 に、

まず は我 が身を ただ し ていこ うか なと 聞きな がら 思いま した ので、



一緒 に知 恵を出 し合 い ながら 、で きる ところ 工夫 してい けた らな

と思います。

次 に、 暑さ対 策の と ころで 、エ アコ ンなん です が、こ ちら 教室

のエ アコ ンです が、 教 室内の 温度 がど の程度 にな るよう に対 応さ

れていらっしゃいますでしょうか。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 エ アコ ン利用 によ ります 教室 の室

内温 度の 設定に つい て のお尋 ねで ござ います が、 エアコ ンと 扇風

機を 適切 に併用 する こ とで、 室温 が２ ６度か ら２ ８度程 度に なる

ように対応しているところでございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 と なる と 、ちょ うど 今こ の議場 ぐら いの気 温な ので、

かな り快 適な気 温な の かなと いう ふう に思い ます 。たま たま だと

は思 うん ですけ ど、 今 日エア コン もつ きなが ら、 議場も 扇風 機が

回っ てい てって いう 、 まさに 小学 校の 教室と 同じ ような 環境 にな

って おり ますの で、 皆 さんイ メー ジし やすい とは 思いま すの で、

こう いっ た環境 なの か なとい うふ うに 思いま すの で、御 配慮 いた

だきまして感謝申し上げたいと思います。

た だ、 一つ、 学校 の 教室と この 議場 と違う のが 、小学 校さ んの

教室 です と、ど うし て も窓が 大き くて 、窓側 のほ う、日 光、 日の

光が かな り入っ てき て 、そう いっ たと ころは スポ ット的 に気 温が

暑か った りです とか 、 どうし ても 廊下 側のほ う、 今度は また 日の

向き が変 わると きに 廊 下側の ほう の子 が暑か った りって いう よう

なこ とが あると 思う ん ですけ ど、 そう いった 場合 に、こ れも 最近

よく 見る ように なり ま した。 ちょ っと 今日い ろい ろ持ち 込ん でい



て、 何か 質問な のか 何 なのか 分か らな い感じ にな ってき たん です

けど 、こ ういう ハン デ ィーフ ァン 、こ れも近 年よ く見る よう にな

って きま した。 こう い ったも のを 持ち 込んで 使う のは可 能な のか。

また 、こ ちらに つい て 使用を 推奨 され ている のか 伺いた いと 思い

ます。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ハ ンデ ィーフ ァン 等の使 用に つい

ての お尋 ねでご ざい ま すが、 教室 では 児童が 過ご しやす いよ うに

エア コン と扇風 機を 使 用して おり まし て、本 市と いたし まし て、

特に ハン ディー ファ ン 等の使 用を 推奨 しては おり ません 。持 ち物

や学 習環 境づく りに つ きまし ては 、落 ち着い て学 習に臨 めま すよ

うに各学校で判断し、決めているところでございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 こ れも 最 近出て きた よう な商品 です ので、 なか なか

ま だ ま だ こ れ か ら の 判 断 だ と 思 い ま す し 、 以 前 で い い ま す と 、

我々 議会 側でも 、う ち わです とか 、扇 子です とか 、最近 あま り使

って おら れる方 見受 け ないん です けど 、そう いっ たもの は使 って

いた りっ ていう よう な ことが あっ たん ですけ ど、 今後は 多分 うち

わと か扇 子の代 わり に こうい った もの が主流 にな ってく るん では

ない かな という ふう に 見てお りま すの で、先 ほど の飲物 の件 と同

じく 、お 互い知 恵を 出 し合い なが ら、 どうい った 形がい いの かっ

てい うの は、時 代に 合 わせて 、暑 さに 合わせ て協 議して いく 必要

があ るん ではな いか な と思い ます ので 、引き 続き 情報交 換い ただ

ければなと思いますんで、よろしくお願いします。

次 に、 夏季休 業に つ いて伺 いた いん ですけ ど、 こちら 、昨 年度



も同 様の 質問が 何点 か ござい まし たが 、夏季 休業 の日程 につ いて、

まずはどのように設定されているのか伺いたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 夏季 休 業の期 間の 決定 でござ いま すけれ ども 、こ

れは 米子 市立学 校の 管 理運営 に関 する 規則に のっ とりま して 、７

月１ ０日 から９ 月１ ０ 日まで の期 間で 校長が 定め ること とな って

おり ます 。各学 校に お きまし ては 、前 の年度 の２ 月から ３月 にか

けま して 次年度 の行 事 日程や 長期 休業 等の年 間計 画を決 定し てい

るといった状況でございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 ち なみ に 本年、 国か らの 通知が 、基 本的に は熱 中症

のほ うだ と思う んで す けど、 この 夏季 休業も 含め てあっ たと 聞い

てお りま すが、 今年 度 、特に 対応 され たこと ござ いまし たで しょ

うか。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 ５月 の 国から の通 知を 受けて の対 応につ いて でご

ざい ます 。今年 度５ 月 に文部 科学 省か ら学校 教育 活動等 にお ける

熱中 症事 故の防 止に つ いての 通知 がご ざいま した 。その 内容 につ

きま して は、各 学校 へ 通知し まし て、 熱中症 に対 して適 切に 対応

する よう 、改め て指 導 したと ころ でご ざいま す。 各学校 にお きま

して は、 確実に 教育 課 程を進 める ため に暑さ 対策 を行っ た上 で当

初の 予定 どおり の夏 休 み期間 とし たと いうふ うに 聞いて おり ます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 期 間と 通 知から の対 応に つきま して も、承 知を いた

しました。



こ の夏 休み、 夏季 休 業の期 間に つい てなん です が、昨 年、 同僚

の渡 辺議 員です とか 、 塚田議 員か ら質 問がご ざい まして 、私 もい

ろい ろと 、その 後、 周 りの方 々と お話 しする 機会 もござ いま して、

今年 度の 暑さも 見て い ろいろ 考え ては いたん です けど、 先ほ ど御

紹介 のあ りまし た通 知 も見た りし ます と、こ の暑 さを考 える と、

少し 夏季 休業、 長め に 設定し ては どう かなと いう ふうに 考え るん

ですが、そちらにつきまして所見を伺いたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 夏季 休 業期間 、暑 いで すので 長く したら どう かと

のお 尋ね でござ いま す 。まず 、学 校は 、学習 指導 要領に 示さ れて

おり ます 年間の 標準 授 業時数 を達 成す るため にお よそ２ ００ 日の

授業 日数 が必要 にな っ ており ます 。そ のよう な中 、夏季 休業 期間

をこ れま でより 長く し ますと 、必 要な 授業時 間を 確保す るた めに

４月 の始 業式を 早め る 、ある いは ３月 の修了 式を 遅くす る、 ある

いは 冬季 休業期 間を 短 くする 、ま たは 、６時 間が 最大の １日 の授

業時 数で すが、 これ ら を７時 間扱 いに する、 こう いった 対応 が必

要と なっ てまい りま す 。さら に台 風と か大雪 とい ったよ うな 非常

変災 等に よる臨 時休 業 等、こ うい った ものも 想定 します と、 授業

日数 に若 干の余 裕は 必 要であ ろう とい うふう に思 ってお りま す。

こう した ことを 総合 的 に判断 しま すと 、なか なか 縮める とこ ろが

ない とい うこと で、 現 在、学 校が 設定 してお りま す３５ 日間 程度

の夏 季休 業とい うの は 妥当で はな いか なとい うふ うに考 えて おり

ます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 内 容に つ いては 理解 いた しまし た。 いろい ろと 時間



のと ころ 、授業 日数 で すとか 、授 業時 間のと ころ 、もろ もろ 工夫

をし てい ただい てっ て いうと ころ なん ですけ ど、 先ほど 御紹 介あ

りま した 、文科 省さ ん からの 通知 見て みます と、 この冬 休み です

とか 、春 休み、 こう い ったと ころ の日 程を短 縮し て、夏 季休 業期

間延 ばし てもい いで す よとか 、そ うい う検討 もし てもい いで すよ

みた いな 通知だ った と は思う んで すけ ど、そ うい ったと ころ も現

在は 可能 となっ てお り ますし 、そ れが なかな か難 しいと いう よう

なこ とで あれば 、下 校 時間の こと を考 えます と、 特に１ 年生 、前

も言 った かもし れな い んです けど 、１ 年生と か２ 年生が 帰る 時間

帯っ てい うのが 、ち ょ うど日 中一 番暑 くなる よう な２時 、３ 時台

だっ たり とか、 そう い うとこ ろも あっ たりし ます 。そう いっ たと

ころ を考 えます と、 多 少この 学習 時間 の確保 と暑 さ対策 のた めに

下校 時間 を少し 延ば し てみて 、時 間数 は多く はな るんで すけ ど、

これ 、先 生たち のこ の 勤務時 間数 とか いろい ろ考 えない とい けな

いこ とは あると は思 う んです けど 、そ ういっ たこ とです とか 、特

に１ 、２ 年生の 体力 で すとか 、集 中力 ですと か、 そうい った とこ

も考 えて 検討し なけ れ ばなら ない とは 思うん です が、こ の授 業時

間を 長め にして 下校 時 間を少 し遅 めに するみ たい な、こ うい った

対応、可能なんでしょうか、伺いたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 この 暑 さに向 けて 、期 間を短 くし たり長 くし たり、

ある いは 下校時 刻を ず らす、 こう いっ たこと とい うのは 、本 当に

去年 、今 年のこ の猛 暑 を考え ます と、 やりく りし ていか なき ゃい

けな いと いう思 いは 、 私も強 く思 って おりま す。 議員の おっ しゃ

るこ とも 非常に よく 理 解でき ると ころ でござ いま す。し かし なが



ら、 最近 の気温 、例 え ば昨日 でも 、１ ８時頃 を見 ました ら３ ０度

を超 えて おりま した 。 それか ら、 ７時 間目の 授業 、出ら れる と分

かる と思 います が、 も うなか なか 大変 な状況 でご ざいま す。 です

から 、そ ういう こと を 考える と、 やは りこの 下校 時刻を 遅く して

いけ ば何 とかな るん で はない かと いう のは、 なか なか実 現困 難で

はないかなと考えております。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 い ろい ろ 御検討 いた だき ありが とう ござい ます 。な

かな か現 時点で これ が 一番い いん では ないか とい うよう な答 えが

見つ から ないと ころ で はあり ます し、 学校さ んの ほうか らも 、保

護者 さん のほう から も いろい ろ御 相談 、御意 見は 聞いて おら れる

と思 いま すけど 、現 時 点にお きま して は、そ うい った考 えで 、学

校の ほう 、教育 委員 会 さんの ほう は考 えてお られ るとい うこ とで

承知 しま したの で、 先 ほどの 錦織 議員 までの ほか の議員 さん 、皆

さん おっ しゃら れて お られて 、皆 さん 共通認 識だ と思い ます けど、

この 暑さ ってい うの が 今後ず っと 続く ことに なり ますの で、 文科

省さ んの ほうも 、も し かする と、 いろ いろ運 用の 仕方で すと か授

業の 時間 数のこ とと か 変わっ てく るか もしれ ませ んし、 そう いっ

たと ころ は引き 続き 注 視して いた だい て、か つ今 までの よう にい

ろい ろな 御意見 聞い て いただ いて 、総 合的に 判断 いただ けれ ばな

と思 いま すので 、引 き 続き児 童さ んの 勉強面 、学 習の機 会の 確保

は当 然な んです けど 、 安全面 のと ころ も配慮 して いただ けた らな

というふうに思いますんで、よろしくお願いいたします。

で は、 次に、 リチ ウ ムイオ ン電 池等 の処分 につ いて伺 いた いと

思います。



こ ちら 恐らく 週明 け の津田 議員 さん も同様 の質 問をさ れる んで

はな いか なとい うふ う に見受 けら れま すので 、も し重複 して いた

ら申 し訳 ないん です け ど、私 なり に何 点か伺 いた いと思 いま すん

で、お願いいたします。

ま ずは 、この リチ ウ ムイオ ン電 池等 に関し て質 問をし よう と思

った のが 、現在 、鳥 取 県西部 広域 行政 管理組 合に おきま して 、こ

の米 子市 内が次 の一 般 廃棄物 処理 施設 の候補 地に なって いる って

いう とこ ろがあ りま す 。そう なっ てく るとい うこ とで、 会派 視察

のほ うで 様々な 施設 を 見学と いい ます か、視 察、 勉強さ せて いた

だき に伺 わせて いた だ きまし た。 いろ いろと 伺わ せてい ただ く先

で最 近よ く伺う のが 、 ニュー スで も、 たまに 年に １回、 ２回 ぐら

いあ るん ですけ ど、 処 理施設 内で リチ ウムイ オン 電池が 原因 とな

るぼ やで すとか 、火 災 ですと か発 煙事 故、そ うい ったこ とが ある

よっ てい うよう なこ と でした ので 、そ の予防 策が どうな のか なと

いうふうに気になったところで伺いたいと思います。

本 市に も処理 施設 、 何個か ある と思 うんで すけ ど、現 時点 でこ

のリ チウ ムイオ ン電 池 が原因 と思 われ るよう な発 煙です とか 、発

火の 事例 はある のか 、 今年度 はま だ集 計され てな いと思 いま すの

で、昨年度事例について伺いたいと思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 令和６ 年度 の発 火や発 煙の 状況に つき まし

てで すが 、可燃 ごみ 処 理施設 の米 子市 クリー ンセ ンター にお きま

して は、 発火が １件 発 生して おり ます が、原 因に ついて は不 明で

ござ いま す。な お、 当 該施設 にお ける 発火や 発煙 の可能 性は 数年

に１件程度といった状況でございます。



次 に、 不燃ご み処 理 施設の 鳥取 県西 部広域 行政 管理組 合リ サイ

クル プラ ザにお きま し ては、 発火 や発 煙が２ ２３ 件発生 した と伺

って おり ます。 原因 に つきま して は、 リチウ ムイ オン電 池に 起因

する もの が８３ 件、 ス プレー 缶に 起因 するも のが ７件、 残り １３

３件は原因不明とのことでございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 や はり 本 市でも この リチ ウムイ オン 電池に 起因 する

もの が事 例があ ると い うこと でし たの で、こ の事 例、火 災な どを

未然 に防 ぐため に処 理 施設で はど のよ うな対 応を されて るの か伺

いたいと思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 米子市 クリ ーン センタ ーに おきま して は、

施設 内の 異常を 早期 に 把握で きる よう 、監視 カメ ラ、煙 検知 器、

温度 セン サーな どの 各 種設備 を設 置し 、万が 一の 火災等 に対 しま

して は、 初期対 応を 行 うため の放 水銃 を整備 して おりま す。 鳥取

県西 部広 域行政 管理 組 合所管 のリ サイ クルプ ラザ におき まし ては、

これ まで も監視 カメ ラ 、炎検 知器 、煙 検知器 、消 火用散 水ノ ズル

を設 置さ れてお りま す が、昨 今の 火災 発生の 状況 から、 令和 ６年

度と 令和 ７年度 で各 設 備の増 設を 実施 されて いる ところ でご ざい

ます 。そ の他運 用面 に おきま して も、 コンベ ヤー 速度の 低減 によ

る不 適物 の手選 別の 強 化、不 燃ご みピ ットや 搬送 用コン ベヤ ー等

への 散水 による 湿潤 化 、ごみ クレ ーン 降下速 度低 減によ るご みへ

の衝撃の緩和などの対策を行っていると伺っております。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 今 伺い ま すと、 いろ いろ と先進 事例 を視察 で勉 強さ



せて いた だいた んで す けど、 かな りそ の中で も本 市の処 理施 設に

関し まし ては、 いい と いいま すか 、先 進的な 対策 をして おら れる

んだ なと いうこ とを 改 めて理 解さ せて いただ きま した。 今伺 った

よう な対 応につ きま し ては、 本当 に最 後に最 後の ところ でご ざい

まし て、 一義的 には 、 やはり この 電池 を処理 施設 に混入 させ ない、

最初 の分 別のと ころ が 一番大 事だ と考 えるん です けど、 この リチ

ウム イオ ン電池 の米 子 市内に おけ る回 収方法 につ いて伺 いた いと

思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 回収方 法に つい てです が、 使わな くな った

リチ ウム イオン 電池 は 市の収 集対 象と はして おり ません で、 電気

製品 販売 店や自 転車 販 売店の リサ イク ル協力 店に 持ち込 んで いた

だく よう 御案内 をし て いると ころ でご ざいま す。 なお、 破損 、膨

張、 変形 したリ チウ ム イオン 電池 など 、リサ イク ル協力 店で 受け

入れ され ないも のに つ きまし ては 、米 子市ク リー ンセン ター に持

ち込んでいただき、回収を行ってるところでございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 対 応は さ れてい るの と、 民間さ んも 御協力 いた だい

てる って いうこ とだ っ たんで すけ ど、 ただ、 なか なかこ の最 近、

リチ ウム イオン 電池 が 製品と 一体 型に なって るも のが多 くて 、先

ほど 、教 育委員 会さ ん の質問 のと きに 使わせ てい ただい た、 こう

いっ たも のも実 はＵ Ｓ Ｂ給電 で充 電さ れてて 、電 池が素 人的 には

なか なか はずせ ない ん じゃな いか なっ ていう よう なとこ で、 どう

やっ て捨 てたら いい か 分かん ない なっ ていう よう な商品 が結 構あ

りま す。 こうい った よ うな電 池取 り外 しが困 難な もの、 一体 型に



なっ てい るよう なも の につき まし て、 どのよ うに 対応さ れて いる

か伺いたいと思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 リチウ ムイ オン 電池の 取り 外しが 困難 な電

池一 体型 製品に つき ま しては 、小 型家 電リサ イク ル対象 品目 とし

て、 市役 所、淀 江支 所 、公民 館に 設置 する回 収ボ ックス での 回収

やクリーンセンターへの持込みによる回収を行っております。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 そ ちら の ほうも 対応 され ている とい うこと で分 かり

まし た。 こうい った 先 ほど御 紹介 した 一体型 、大 きいも のだ と捨

てな いと なとか 、あ そ こで見 たん であ そこに 持っ ていこ うみ たい

なマ イン ドが働 くと は 思うん です けど 、最近 また 多いの が、 これ

で今 日持 込み最 後で す 。すみ ませ ん、 いっぱ い持 ってき てま して。

これ 、ワ イヤレ スイ ヤ ホンな んで すけ ど、こ のイ ヤホン 自体 にも

電池 が入 ってる 、イ ヤ ホンケ ース 、こ こでも 充電 できる よう にな

って まし て、こ っち に も電池 が入 って るって いう ことで 、イ ヤホ

ン自 体も かなり ちっ ち ゃいで すん で、 これつ けて ても、 ぽろ っと

どっ か落 とした りと か して、 本人 さん が気づ かな い間に どこ かご

みで 回収 されて 、一 緒 に混ざ って しま ったり です とか、 これ がど

こか 家の 中とか 、荷 物 の中で 紛れ てい て、い つの 間にか 一緒 に捨

てて しま ったり とか 、 こうい うよ うな パター ンも あるん では ない

かな とい うふう に考 え ますし 、実 際ワ イヤレ スイ ヤホン 、片 一方

どっ かな くなら せて し まった って いう ような 方も 結構お られ るん

じゃないかなというふうに思います。

こ うい ったど っか に 紛れて しま うよ うな商 品と いいま すか 、製



品と いい ますか 、こ う いった もの につ きまし ては 、誤っ て廃 棄さ

れないようにどのような取組をされてるか伺いたいと思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 電池一 体型 商品 等の排 出に 係る取 組に つい

てで すが 、リチ ウム イ オン電 池を 取り 外さず に不 燃ごみ とし て排

出さ れま すと、 火災 の 原因と なる 危険 がある こと を含め 、取 り外

せる もの は取り 外し 、 協力店 に持 ち込 んでい ただ くよう 、ま た取

り外 せな いもの は小 型 家電と して 排出 してい ただ くよう 、ご み分

別収 集カ レンダ ーや 市 報、市 ホー ムペ ージ、 ごみ ・資源 物分 別ア

プリ 「さ んあ～ る」 、 よなご み通 信に より周 知・ 啓発を 行っ てい

るところでございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 引 き続 き 周知・ 啓発 行っ ていた だき たいと 思い ます

し、 今後 こうい った 事 例があ まり よく はない んで すけど 、増 える

よう なこ とも予 見さ れ ますの で、 いろ いろな とこ ろで周 知し てい

ただけたらなというふうに考えます。

こ うい ったリ チウ ム イオン 電池 に起 因しま す、 いろい ろな 事故

です とか 、発火 の災 害 につい て、 こう いった こと の予防 に向 けて、

国のほうでは何か動きがあるのか伺いたいと思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 近年、 全国 の廃 棄物処 理施 設や収 集運 搬車

両に おい て、リ チウ ム イオン 電池 及び リチウ ムイ オン電 池を 使用

した 製品 に起因 する 火 災事故 等が 本当 に頻発 をし ており ます 。そ

のよ うな 状況か ら、 本 年４月 １５ 日付 で環境 省通 知が発 出さ れ、

全て の市 町村に 対し ま して、 区域 内で 発生す る家 庭から 排出 され



る全 ての リチウ ムイ オ ン蓄電 池等 の回 収体制 を構 築する こと が求

めら れた ところ でご ざ います 。本 市と いたし まし ても、 この 環境

省の 通知 を受け 、他 市 の状況 も確 認し ながら 、本 市の実 情に 合っ

たリ チウ ムイオ ン電 池 の回収 方法 を検 討して いき たいと 考え てお

ります。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 ぜ ひ国 の ほうの 通知 も参 考にい ろい ろ対応 いた だけ

たらと思います。

先 ほど も申し 上げ ま したと おり 、ま ずはこ の分 別のと ころ が一

番大 事な とこで ござ い ますの で、 そう いった とこ ろで皆 さん がし

っか りと 理解を して 、 これは こう いう ところ に捨 てるん だっ てい

うの が、 燃える ごみ と 燃えな いご みは 何とな く分 かるん です けど、

燃え ない ごみで 電池 が 一緒に なっ てる と、何 とな く気づ かな いま

ま、 その まま捨 てて し まった りっ てい うよう なこ ともあ ると は思

いますので、啓発のほうよろしくお願いいたします。

最 後に 、地方 創生 2.０ 基 本 構 想 と 交 付 金 の 活 用 に つ い て 少 し伺

いたいと思います。

地 方創 生につ いて は 、平成 ２６ 年の 地方創 生、 国のほ うが 打ち

出さ れて から１ ０年 が たちま して 、昨 年その １０ 年の成 果と 反省

を踏 まえ まして 、地 方 創生 2.０ を 打 ち 出 さ れ て お ら れ ま す 。 本 年

６月の閣議決定におきまして、次の１０年を見据えて、地方創生 2.

０ 基 本 構 想 と い う も の が 示 さ れ ま し た 。そう いっ た中、 さら には

今年 度中 にこの 基本 構 想に基 づき まし て総合 戦略 が策定 され る予

定と いう ことだ った ん ですけ ど、 本市 におき まし て、本 市の 総合

戦略 です とか、 各計 画 の改定 への 影響 は見込 まれ るのか 伺い たい



と思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 国の 動向 でご ざいま すが 、議員 がお っし

ゃっ たと おり、 地方 創 生 2.０ 基 本 構 想 で ご ざ い ま す け ど も 、 こ れ

は国 が昨 年の１ ２月 に 取りま とめ まし た、地 方創 生 2.０ の 基 本 的

な 考 え 方 を 前 提 に 策 定 が なさ れた もの であり ます 。地方 創生 を実

現す るた めの基 本姿 勢 ですと か、 ある いは政 策の 柱など が示 され

てご ざい ます。 また 、 同時に 今後 の進 め方も 示さ れてご ざい ます。

具体 的に は、令 和７ 年 中に基 本構 想を 実施段 階に 進める ため の総

合戦 略を 策定を する と いうこ と。 そし て、地 方公 共団体 はこ の基

本構 想を 踏まえ て地 方 版の総 合戦 略の 主体的 な検 証と見 直し を行

うこと。この２点が示されております。

本 市の 対応で ござ い ますが 、既 に策 定をし てい ますま ちづ くり

ビジ ョン につい ては 、 基本的 なこ の国 の考え 方を 踏まえ 策定 した

とこ ろで ござい ます の で、抜 本的 な改 正を行 う予 定はご ざい ませ

ん。

な お、 基本構 想で は 新たな 視点 も示 されて ござ います 。同 時に

総合 戦略 でも新 しい 動 きが具 体的 施策 が示さ れる 可能性 もご ざい

ます ので 、本市 とし て もビジ ョン の一 部見直 しを 今後検 討し たい

と考えております。

せ んだ って、 有識 者 会議も 開催 をい たしま した 。今後 ビジ ョン

の見直しに係る検討を進めてまいりたいと考えてございます。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 今 御答 弁 ありま した とお り、昨 年度 まちづ くり ビジ

ョン も改 定した ばか り ですの で、 どう いった ふう になる のか なと



思い なが ら、少 し注 視 をして いた とこ ろです ので 、基本 的に 市の

まち づく りビジ ョン 、 総合戦 略の とこ ろは、 主立 ったと ころ は現

状の とお りで、 国で す とか県 の総 合戦 略に沿 って 今後バ ージ ョン

アッ プ、 改定が ある の ではな いか なと いうふ うに 受け止 めさ せて

いただきました。

こ の地 方創生 2.０ な ん で す が 、 よ く 議 場 で も お 話 が あ りま すと

おり 、産 官学金 労言 、 産官学 金労 言士 と言っ たり とかす るん です

けど 、そ ういっ た連 携 ですと か、 それ ぞれ主 体に よって 新た な地

方創 生の 施策展 開に 国 のほう は期 待を されて ると いうふ うに 認識

して おり まして 、こ の 新しい 交付 金、 いわゆ る地 方創生 交付 金第

２世 代、 第２世 代交 付 金とか 言っ たり するん です けど、 こち らに

つき まし て、い ろい ろ と拡充 され たと いうふ うに 伺って いる んで

すけ ど、 本市の 活用 事 例につ いて 、主 なもの があ りまし たら 確認

させていただけたらと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 第２ 世代 交付 金でご ざい ますが 、こ れは

過去 、地 方創生 推進 交 付金と 言わ れて おりま した 。これ を再 構築

した 上で 、昨年 度、 内 閣府が 創設 をさ れたも ので ありま す。 様々

な制 度改 善も図 られ ま して、 非常 に使 いやす くな ってご ざい まし

て、 本市 として も積 極 的に活 用を 図っ てまい りた いと考 えて ござ

います。

活 用状 況でご ざい ま すが、 現在 ２つ の計画 が国 の認定 を受 けて

おり ます 。具体 的に は 、一つ は、 公共 交通を 核と した地 域活 性化

プロ ジェ クトで あり ま す。ハ ード 事業 、ソフ ト事 業を盛 り込 んで

ござ いま して、 主な も のとい たし まし ては、 淀江 駅の改 修で すと



か、 ある いは、 弓浜 、 弓ヶ浜 のよ ねぎ ーバス のバ スの導 入、 その

ほか 、箕 蚊屋地 区の コ ミュニ ティ バス の実証 事業 、こう いっ た事

業などを盛り込んでおります。

も う一 つは、 歩い て 楽しい まち 「米 子」推 進プ ロジェ クト であ

りま す。 主にイ ンフ ラ 整備事 業で ござ いまし て、 具体的 には 、例

えば 都市 公園の 整備 で すとか 、米 子駅 の北広 場の 整備事 業な どを

盛り 込ん でおり ます 。 いずれ も当 初予 算、ま た６ 月の補 正予 算に

盛り込んだところであります。以上であります。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 確 認さ せ ていた だき まし た。あ りが とうご ざい ます。

先 ほど 御答弁 あり ま したと おり 、こ ちら国 のホ ームペ ージ のほ

う見 てみ まして も、 担 当事務 局の ほう を見る と、 いろい ろソ フト

事業 、拠 点整備 事業 、 インフ ラ整 備事 業、ま た連 携した 一体 とな

った 事業 、一括 での 申 請が可 能だ った りとか って いうこ とで 、使

い勝 手よ し、事 業規 模 よし、 相談 申請 体制よ しみ たいな ＰＲ をか

なりされてるものですから、いろいろ聞かせていただきました。

こ の第 ２世代 交付 金 につき まし て、 幅広い 事業 の活用 があ ると

いう こと で、ま たい ろ いろな 展開 もで きるん だろ うなっ てい うふ

うに 期待 すると ころ で はある んで すけ ど、本 市職 員のこ の国 の勉

強会 です とか、 説明 会 、こち らの 参加 状況で すと か、そ うい った

ものに対する情報共有の状況についても伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の第 ２ 世代交 付金 につ きまし ては 、先ほ ど部 長か

らも 答弁 させて いた だ きまし たよ うに 、大変 使い 勝手が よく なっ

てい るの が実情 でご ざ います 。し たが いまし て、 この情 報共 有に



つき まし ては積 極的 に 行うよ うに して おりま して 、こう した 第２

世代 交付 金を含 めた 、 昨年以 降で すけ れども 、内 閣府や 関係 省庁

が継 続的 に制度 説明 会 ですと か、 ある いは相 談会 、これ はオ ンラ

イン では ござい ます け ども、 開催 して いただ いて おりま す。 それ

に対 しま して、 本市 職 員も全 ての こう した相 談会 等には 参加 をし

てお りま して、 その と きの状 況に つき まして は、 職員の 間で 共有

を図 るよ うにも して お ります 。さ らに 申し上 げま すと、 こう した

内閣 府の 担当職 員と は 、それ 以外 のと きにお きま しても 、例 えば

具体 的に 事業を こち ら で検討 して いる ときな どで ござい ます けど

も、 しっ かりと コミ ュ ニケー ショ ンを 図るよ うに 努めて いる とこ

ろでもございます。

ま た、 国の令 和８ 年 度の予 算概 算要 求につ きま しては 、第 ２世

代交 付金 の増額 要求 が なされ てお りま すので 、こ うした 状況 を踏

まえ て、 我々と いた し まして も、 この 交付金 を本 市の重 要施 策の

執行 財源 として 有効 活 用でき るよ うに 努めて いき たいと 思い ます

し、 それ によっ てま ち づくり ビジ ョン の推進 を図 ってま いり たい

と考えております。

○岡田議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い いた します 。使 い勝手 がか なり

いい 交付 金でも ある ん ですけ ど、 同時 にかな り知 恵を出 さな いと、

これ は国 も打ち 出し て るよう に、 官だ け、行 政だ けとか 、そ うい

った わけ ではな くて 、 いろい ろな 方々 が連携 して 知恵を 出し 合わ

ない とっ ていう よう な ところ にも なっ ており ます ので、 ぜひ これ

を機 に、 市長部 局の 部 局横断 的な 連携 はもち ろん のこと 、国 が打

ち出 して いるよ うな 産 官学金 労言 とし っかり と連 携がで きる よう



に、 皆様 と連携 をし て 米子市 をさ らに 盛り上 げて いただ けた らな

とい うふ うに考 えま す ので、 引き 続き 我々議 会側 もこう いっ た質

問を 通し て、い ろん な アイデ アを 共有 させて いた だきた いと 思い

ます ので 、ぜひ よろ し くお願 いい たし ます。 以上 で質問 を終 わら

せていただきます。ありがとうございました。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午後２時４４分 休憩


